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公契約条例の制定を！

県関係業務で働く全ての労働者の安定雇用、賃金労働条件改善を！
そして、事業主には適正な競争による経営の安定を　住民には安全かつ良質なサービスを

委託事業・公共事業の実態は
　競争入札による公共工事や自治体業務の委託化が進む中で、全体的にはより安く請け負う業者が落札するケースが多く、不況とも重なって激しいダンピング競争に陥っています。
　落札するために、その事業所の労働者の賃金・労働条件が切り下げられ、経営的にも不安定な状況に追い込まれるケースが増えています。
　自治労が2008年度に行った調査では、外注先の労働者の53.3％が非正規雇用でした。

公契約条例とは
現在の公共工事や業務委託は、一部には総合評価や低価格調査制度はありますが、多くの場合、価格主体の入札によって受注者が決まります。

連合や自治労が提唱している公契約条例のポイントは、「安さ」のみを追求する競争入札から、①自治体政策（公正労働、障害者雇用、男女平等参画、環境等）に資する総合評価の導入。②入札の資格要件や委託契約の義務要件に、労働基準法、労働組合法、労働安全衛生法、パート労働法、雇用保険法、労働者派遣法など労働法の遵守と、環境・人権・男女平等など社会貢献を指標とする。③自治体の人件費積算にあたっては、これまで従事していた職員や同一地域の同様な職種の平均賃金を下回らない水準とする。④競争入札によって委託企業が変わる場合は、これまで従事してきた労働者の雇用保障・優先雇用を行う。等々です。
どんなメリットが

①委託業務や公共工事で働く労働者は、雇用が安定化し、賃金・労働条件が改善する。
②事業主は、際限のないダンピング競争から開放され、経営の安定を図れる。
③住民にとっては、安心して良質な公共サービスを受けることができる。

④自治体にとっては、入札を通じて自治体政策を進め、労働者・事業主の安定によって、将来的には税収増・社会保障費の減も期待できる。

すでに川崎市、相模原市で制定
　2009年に全国で初めて、千葉県野田市で公契約条例が制定され、その後、2010年に川崎市で、2011には相模原市で制定されました。

　現在、東京都国分寺市、札幌市でも条例制定を進めようとしています。

　神奈川県でも、公正労働の確立と地域経済活性化のために、公契約条例の制定を進めるべきです。

この交渉には、公務労協からは、中村議長、徳永副議長(自治労委員長)をはじめ各組合の委員長クラス交渉委員が、政府からは藤村官房長官が参加した。
【中村議長】さる2月29日に「国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律案」が可決・成立した。
これまで、昨年5月23日に最終決着した政府を代表して臨まれた片山前総務大臣との交渉以降、ねじれ国会における混迷において、10月3日の藤村官房長官との会談、それを踏まえた10月28日の閣議決定、そして2月17日の輿石幹事長と古賀連合会長との会談など、我々は一貫として、政府及び民主党との信頼関係のもと対応してきた。
そこで、国家公務員給与に関する国会の決着がはかられたこの機会に、諸課題について官房長官の見解を伺いたい。
最初に、昨年5月23日の労使合意に照らして、国家公務員給与に係る三党間の決着は、極めて残念である。しかし、今日の政治情勢、そして何より一刻も早い東日本大震災の復旧・復興のため、受けとめることとした。官房長官の認識を問う。
【官房長官】厳しい政治情勢のもと、苦難をおかけした。苦渋の判断に敬意を表する。政府としては、労使合意が極めて重たいものであるという認識のもと、公務労協の理解を得るよう努める。
【中村議長】第一に、復旧・復興の財源となる国家公務員給与の削減について、就学援助に充てる等、その具体的な使途を明らかにされたい。
【官房長官】今回の措置に関して、職員の理解と納得を得るとともに、士気の確保をはかるためにも極めて重要な指摘として受け止める。これまで予算措置された復旧・復興事業の中で、被災児童生徒等の就学支援についても必要な対応をしているが、復旧・復興事業の財源やその実施状況の透明性を高めたい。
【中村議長】第二に、「関連四法案」の早期審議入りと成立に向けて、全力をあげるとともに、消防職員の団結権付与をはじめとする「地方公務員の労働関係に関する法律案」等について、直ちに国会提出をはかること。
【官房長官】「国家公務員制度改革関連四法案」の早期審議入りは、極めて喫緊の課題であると認識しているとともに、その成立に向けて死力を尽くす。「地方公務員の労働関係に関する法律案」については、できるだけ早期の国会提出に向け全力を尽くす。
【中村議長】第三に、地方公務員給与の取扱いについては、引き続き、財政上の措置を含め国家公務員給与削減の影響を遮断すること。
【官房長官】国家公務員の給与の引き下げと同様の引下げを地方公共団体に強制することはない。政府としては、先般成立した給与特例法の附則規定を踏まえ、各地方公共団体において、自主的な取り組みを進めながら、適切に決定することが肝要と認識している。
【中村議長】地方公務員給与の取扱いについて、給与特例法の附則12条に係る言及は、誤解を生じる。改めて、政府の立場は、昨年6月3日の質問主意書答弁と何ら変更ないことを確認したい。
【官房長官】先ほども申し上げたとおり、国家公務員の給与引下げと同様の引下げを地方公共団体に強制することは考えていないとの立場に変更はない。
【中村議長】第四に、国家公務員については「人勧の実施に伴う年間調整」が措置された。独立行政法人及び特殊法人等の給与については、法人の自律的・自主的な労使関係を前提とした労使交渉において決定するものであることに係る政府の十全の認識を明らかにすること。
【官房長官】独立行政法人等の給与に関する事項は、労使交渉で決定することと認識している。政府としては、閣議決定に従って、「法人の自律的・自主的な労使関係の中で、国家公務員の給与見直しの動向を見つつ、必要な措置を講ずるよう要請する」こととしている。
【中村議長】この間の混迷した経過を踏まえた到達そして今日段階の、そして今後の揺るぎない官房長官の決意として回答を受けとめる。
　とくに、関連4法案、地方公務員の労働関係に関する法律案等、公務の労使関係の改革は、必ずやり遂げる正念場にあることを互いの共通認識として、政府における覚悟を持った対応を重ねて求め、本日の交渉を終える。

人事院は3月7日、民間の企業年金及び退職金の調査結果および見解を総務大臣および財務大臣に提出し、公表した。これは、昨年８月に国家公務員の退職給付制度を所管している総務大臣および財務大臣が人事院総裁に、民間企業における企業年金および退職金の実態調査の実施と調査結果に基づく見解について要請したことを踏まえたもので、人事院は昨年10月～11月に民間の実態を調査していた。
　調査結果によると、退職給付水準の官民較差（企業年金(使用者拠出分)と退職一時金を合わせた退職給付総額での官民比較）は、民間25,477千円に対して公務29,503千円で、公務が4,026千円（13.65％）上回るという非常に厳しいものとなった。また93.5％の企業が退職給付制度を有しており、そのうち59.9％の企業が企業年金制度を有していることが明らかとなった。
　人事院は、調査結果を踏まえて、①官民均衡の観点から、民間との較差を埋める措置が必要、②退職給付の見直しに当たり、国家公務員の退職給付が終身年金の共済職域と退職手当から構成され、服務規律の維持等の面から重要な意義を果たしてきた経緯や、企業年金を有する企業が過半を占めていることを考慮した対応が必要、③過去に退職手当の引下げが行われた際には経過措置が講じられており、今回も所要の経過措置を講じることが適切といった見解を表明した。
　今後、調査結果の報告及び見解表明を受けた総務大臣と財務大臣が、関係者も含めて国家公務員の退職給付に係る具体的措置を検討していくことになる。　公務労協は、こうした情勢や人事院の厳しい調査結果等を踏まえ、今後の対策を強化することにしている。
神奈川二者共闘

（県公務労協・県交通運輸労協）
春闘総決起集会
○日　時　　3月13日（火）18時～

○会　場　　反町公園（JR東神奈川駅近く）

公務労協2012
春闘中央集会

○日　時　　3月21日（水）18時30分～

○会　場　　東京・日比谷野外音楽堂

さようなら原発

1000万人署名

集約集会

○日　時　　3月24日（土）13時30分～

○会　場　　東京・日比谷野外音楽堂








































人事院が民間退職給付の調査結果を発表





「国家公務員と同様の給与引下げを地方自治体に強制しない」（官房長官）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































